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【労働者側申立用】 

 

令和  年  月  日 

 

再 審 査 申 立 書 

 

中央労働委員会会長 殿 

 

再審査申立人 

主たる事務所の所在地（個人の場合は住所） 

 

 

 

労働組合名・代表者職氏名（個人の場合は氏名） 

 

 

 

（注）初審命令書に準じますが、所在地等に変更があれば現状について記載してくださ 

い。また、正本と副本（再審査被申立人の数だけ必要です。）の別を表示してくだ 

さい。 

 

再審査被申立人 

主たる事務所の所在地（個人の場合は住所） 

 

 

 

法人名・代表者職氏名 （個人の場合は氏名） 

 

 

 

 

（注）再審査被申立人は、初審都道府県労委ではなく、初審における被申立人となります 

ので、注意してください。また、初審命令書に準じて記載してください。

 

 

                     

 

TEL                 FAX 

 

TEL              FAX 
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１ 再審査申立の対象となる命令及び当該命令の交付日 

 令和  年  月  日に交付された  （都・道・府・県）労委令和 年

不   号事件の命令書に不服があるので、再審査を申し立てる。 

（注）命令書に記載されている日付ではなく、受け取った日付を記載してください。 

 

２ 不服の要点 

（注）不服の要点として、該当するもの一つに☑を入れた上で、枠内に記載してくださ

い。なお、いずれの場合においても、後日、求める命令の内容を追加することが可能 

です。 

□ 上記初審命令の全部を取り消し、次に記載の命令を求める。 

 

 

 

 

（注）再審査命令で求める内容を具体的に記載してください。 

□ 上記初審命令のうち次の表の左欄記載の箇所を取り消し、これを右欄記載

のとおりとする命令を求める。 

 

初審命令主文中の 

取消しを求める箇所 

 

初審命令に代えて 

求める命令の内容 

  

 

 

（注）表の左欄は初審命令主文中の取消しを求める箇所を具体的に引用の上、該当箇所

（初審命令の頁数、行数）を摘示して記載してください。また、表の右欄には初審命

令主文中の取消しを求める箇所ごとに、再審査命令において求める命令の内容を具

（初審命令に代えて求める命令の内容） 
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体的に記入してください。 

□ 追って主張する。 

（注）上記の不服の要点については、追って主張するとすることも可能です。ただし、 

この場合においても、迅速かつ円滑な審査を実施するため、後日中労委が指定する 

日までに、不服の要点及び不服の理由の詳細が明らかになる補充書面を提出してい 

ただくことが必要になりますので、できるだけ早く必要な準備を進めてください。 

 

３ 不服の理由 

□ 不服の理由は、次のとおりである。 

 

初審命令の該当箇所 

 

初審命令の当該箇所を不服とする理由 

  

 

（注１）初審命令理由中の取消しを求める箇所を具体的に引用の上、該当箇所（初審命令 

の該当頁数、行数）を摘示して記載してください。 

（注２）「初審命令の当該箇所を不服とする理由」については、「初審命令の該当箇所」

ごとに、初審の認定事実に対する不服なのか、初審の判断に対する不服なのかが明ら

かになるように記載してください。 

□ 追って主張する。 
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（注）不服の理由についても、追って主張するとすることが可能です。ただし、この場合 

においても、迅速かつ円滑な審査を実施するため、後日中労委が指定する日までに、

上記の点が明らかになる補充書面を提出していただくことが必要になりますので、

できるだけ早く必要な準備を進めてください。 

 


